
グランドゴルフ全国大会コース優勝！

西坂二郎さん市長へ優勝報告

9月3日（金）・4日（土）の2日間、

宮崎県総合運動公園で第17回全国グラウ

ンドゴルフ交歓大会が開催されました。

その大会で、西坂二郎さん（秋喜）は、

全国から集まった1,506人が6コースに

分かれて競われた個人戦で、コース優勝

を飾られました。

西坂さんは、10月6日（水）に、市長

を訪問され、大会当日のようすを市長へ

報告されました。
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相
田
み
つ
を
さ
ん
の
書
に
「
あ
ん
な
に

し
て
や
っ
た
の
に
／
『
の
に
』
が
つ
く
と

ぐ
ち
に
な
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
れ
だ
け
し
て
や
っ
た
の
に
・

・

」「
こ
れ

だ
け
し
て
い
る
の
に
・

・

」「
わ
た
し
は
し
て
い

な
い
の
に
・

・

」
な
ど
の
よ
う
に
、「
の
に
」
が

つ
く
場
合
、
そ
の
多
く
は
恩
着
せ
が
ま
し

い
不
満
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
、
自
分
へ
の
言
い
訳
や
責
任
逃

れ
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

あ
る
日
の
学
習
会
で
の
出
来
事
で
し
た
。

男
性
が
幼
子
を
背
負
い
洗
濯
物
を
干
し
て

い
る
絵
を
見
な
が
ら
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

あ
る
男
性
は「
奥
さ
ん
が
病
気
な
の
で
は
」、

ま
た
あ
る
男
性
は
「
よ
く
や
る
な
あ
」、
あ

る
女
性
は
「
う
ら
や
ま
し
い
」
な
ど
と
い

う
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
中
で
、「
自
分
も
よ

く
手
伝
っ
て
い
る
の
に
い
つ
も
文
句
を
言

わ
れ
る
」
と
い
う
男
性
の
意
見
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
他
の
男
性
が
「
う
ち
も
そ

う
で
し
た
が
、
妻
に
『
そ
れ
で
あ
な
た
は

私
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
た
の
』
と
問
わ
れ
、

し
て
や
っ
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
し
て
い

る
う
ち
は
ダ
メ
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
ハ
ッ
と

し
、
自
分
自
身
が
多
く
の
活
動
や
集
会
に

関
わ
り
な
が
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
「
の
に
」

の
つ
く
活
動
し
か
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
お
世
話
を
さ
れ

て
い
る
方
に
失
礼
な
が
ら
、「
何
が
楽
し
い

で
す
か
？
」
と
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
す
る
と
「
自
分
達
の
努
力
で
少
し
で

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
。」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
人
を
幸
せ
に

で
き
る
こ
と
は
、
す
る
人
に
と
っ
て
も
幸

せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
権
問
題
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
人
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
問
題
を

解
決
で
き
な
い
で
い
る
私
た
ち
の
課
題
で

す
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
、
部
落
差
別

を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
自
身
の

幸
福
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
人
権
問
題
を
「
負
の
遺
産
」

に
し
て
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
残
す
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
私
た
ち
は
、
や
ら
さ
れ
て
、
し
て
や

っ
て
、
結
局
「
の
に
」
の
つ
く
言
動
を
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
、
自
ら
差
別
解
消
へ
の
具
体
的
な
目
的

を
持
っ
て
行
動
し
、
子
や
孫
が
自
分
ら
し

く
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

(

部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
向
井
）

人
権
問
題
は
、
自
分
や
子
や
孫
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。
自

分
の
問
題
と
し
て
自
ら
目
標
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。「
し
て
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
で
は
、
行
動
に
「
の
に
」
が

つ
い
て
、
他
人
事
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

613部落解放

シリーズ

「
…
の
に
」
が
つ
く
と

人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

韓
国
の
暦
の
十
月
一
日
は
「
国
軍
の
日
」

で
す
。
国
軍
の
威
容
を
誇
り
に
思
い
、
兵
士

の
士
気
を
盛
り
上
げ
る
た
め
定
め
ら
れ
た
日

で
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
九
○
年
ま
で
は

国
民
の
休
日
で
し
た
。
今
回
は
韓
国
の
兵
役

制
度
に
つ
い
て
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。心

身
が
健
康
で
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

を
持
つ
韓
国
の
男
性
な
ら
誰
で
も
十
八
歳
か

ら
三
十
歳
の
間
に
軍
隊
に
入
り
二
〜
三
年
間

服
務
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
陸
・
海
・

空
軍
の
中
で
希
望
地
を
選
択
す
る
こ
と
が
出

来
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
服
務
期
間
も
異
な

り
ま
す
。
多
く
の
男
性
は
大
学
二
年
生
に
な

る
と
学
校
を
休
学
し
軍
隊
に
入
る
た
め
、
人

生
で
最
も
輝
い
て
い
る
（
？
）
時
期
を
軍
隊

で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
除
隊
を
し
た

ほ
と
ん
ど
の
男
性
は
国
防
の
義
務
を
果
た
し

た
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
ま
す
が
、
入
隊

す
る
ま
で
は
気
が
重
く
な
る
の
も
十
分
理
解

で
き
ま
す
。

今
、
韓
国
で
一
番
話
題
に
な
っ
て
い
る
芸

能
界
ニ
ュ
ー
ス
の
一
つ
は
「
兵
役
逃
れ
」
で

す
。「
秋
の
童
話
」「
夏
の
香
り
」
で
日
本
で

も
知
ら
れ
て
い
る
Ｓ
さ
ん
が
兵
役
を
逃
れ
る

た
め
お
金
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
は
日
本
の

テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
人
の

入
隊
年
齢
は
三
十
歳
ま
で
で
す
が
、
兵
役
を

逃
れ
た
人
の
場
合
は
三
十
五
歳
ま
で
年
齢
制

限
が
延
び
る
そ
う
で
す
。
Ｓ
さ
ん
は
幸
い
に

も
公
訴
時
効
（
三
年
）
が
経
っ
て
い
る
た
め

服
役
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
隊
は

逃
れ
ら
れ
そ
う
も
な
い
よ
う
で
す
。

徴
兵
制
を
無
く
し
、
募
兵
制
に
変
え
よ
う

と
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
鮮
半
島
が
二

つ
の
国
に
分
か
れ
て
い
る
間
は
徴
兵
制
が
や

む
を
得
な
い
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味

か
ら
見
て
最
善
の
方
法
は
南
北
の
統
一
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
員
　
韓ハ
ン

召ソ

真ジ
ン

徴
　
兵
　
制
　
度
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募
集
期
間：

十
月
十
五
日
（
金
）

〜
二
十
二
日
（
金
）

募
集
住
宅：

▼
鴨
川
町
住
宅
＝
三

階
建
の
う
ち
一
階
一
戸
、
二
階
二

戸
、
三
階
一
戸
／
２
Ｄ
Ｋ
、
家
賃

月
額
五
万
千
三
百
円
〜
六
万
九
千

三
百
円
　
▼
同
住
宅
三
階
建
の
う

ち
一
階
一
戸
、
三
階
一
戸
／
３
Ｄ

Ｋ
、
家
賃
月
額
五
万
九
千
百
円
〜

七
万
七
千
百
円

◎
う
ち
二
戸
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
対
応
型
住
宅

●
入
居
基
準
の
所
得

各
種
控
除
後
の
世
帯
の
所
得

が
、
月
額
二
十
万
円
以
上
六
十
万

千
円
以
下
（
た
だ
し
、
二
十
万
円

以
下
で
あ
っ
て
も
年
齢
が
五
十
歳

未
満
、
所
得
が
十
五
万
円
以
上
で

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
人
）

※
入
居
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

建
築
課
（
0
２
２
―
８
１
７
５
）

障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の
家
族

の
地
域
生
活
を
支
援
し
、
障
害
の

あ
る
人
の
自
立
、
社
会
参
加
促
進

を
図
る
た
め
倉
吉
市
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
運

営
事
業
者
を
募
集
し
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き：

十
月
二
十
日
（
水
）

午
前
九
時
〜

と
こ
ろ：
本
庁
舎
第
二
会
議
室

応
募
資
格：
市
内
で
障
害
者
福
祉

施
設
、
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
を

営
ん
で
い
る
社
会
福
祉
法
人
等

※
問
い
合
わ
せ
先：
福
祉
課
福
祉

係
（
0
２
２
―
８
１
１
８
）

国
民
保
険
事
業
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
（
保
険
料
の
料
率
や
給

付
内
容
な
ど
）
を
審
議
し
て
い
た

だ
く
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
数：

二
人

対
象
者：

倉
吉
市
に
住
所
を
有
す

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人

申
込
期
間：

十
月
十
八
日
（
月
）

〜
二
十
九
日
（
金
）

申
込
方
法：

「
国
民
健
康
保
険
制

度
に
つ
い
て
」
の
考
え
を
八
百
字

以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
の
電
話
番
号
を
記
載
し
た

書
類
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）
を

添
え
て
市
民
課
国
保
係
窓
口
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
後
、
選
考
に
よ
り
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
決
定
後
は
本

人
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

市
民
課
国
保

係
（
0
２
２
―
８
１
２
４
）

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
自

分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
改
善
し

て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
健
康
管

理
を
実
施
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

こ
の
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き：

十
一
月
十
五
日
（
月
）
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
・
十
一
月
十

六
日
（
火
）
午
前
九
時
〜
正
午

と
こ
ろ：
成
徳
公
民
館

対
象
者：

二
日
間
の
講
習
に
参
加

で
き
る
人

内
容：

生
活
習
慣
病
の
現
状
と
そ

の
予
防
に
つ
い
て
、
調
理
実
習
、

運
動
の
実
技
な
ど

参
加
費：

無
料

実
施
主
体：

倉
吉
市
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会

定
員：

先
着
三
十
人

申
込
期
限：

十
月
二
十
九
日
（
金
）

◎
講
習
会
修
了
者
に
は
、
財
団
法

人
日
本
食
生
活
協
会
発
行
の
登
録

証
を
授
与
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

２
０
０
４
倉
吉
ユ
ネ
ス
コ
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
外
国
語

及
び
日
本
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

課
題：

日
本
語
部
門
「
わ
た
し
と

倉
吉
」
ほ
か
／
外
国
語
部
門
「
私

の
国
際
交
流
」
ほ
か
　

応
募：

申
込
書
に
発
表
原
稿
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
発
表

原
稿
の
枚
数
は
所
定
の
様
式
で
四

枚
程
度
（
発
表
時
間
五
分
以
内
）

申
込
書
、
所
定
の
原
稿
用
紙
は
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。

応
募
締
切：

十
一
月
十
五
日
（
月
）

当
日
消
印
有
効
　

発
表
者：

中
部
の
中
・
高
校
生
及

び
一
般
の
人
、
中
部
に
在
住
の
外

国
の
人
　

と
き：

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

と
こ
ろ：

中
部
医
師
会
館（
旭
田
町
）

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉

ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局：

（
〒
６

８
２
―
０
８
１
７
　
住
吉
町
五
七

―
三
／
0
２
２
―
６
８
２
３
／
4

２
２
―
６
８
２
５
）

児童手当の支給について
児童手当を10月8日（金）に指定口座へ振り込みしています。該当される人はご確認のうえ、

お受け取りください。※問い合わせ先：福祉課児童係（022-8118）

市　役　所　022－8111
水　道　局　026－1031
スポーツセンター 022－5674
倉吉博物館　022－4409
勤労青少年ホーム 023－4896
倉吉交流プラザ 047－1184

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
を
募
集

国民健康保険料等収納嘱託職員を募集
業務内容：国民健康保険料等の収納業務　募集人数：1人
対象者：市内に住所を有する70才未満で、自家用車（私有車）で収納業務ができる人。
申込期間：10月18日（月）～29日（金）◎申込書など詳しくは、お問い合わせください。
※問い合わせ先：市民課国保係（022-8124）

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
を
公
募

倉吉市ふるさと産業規模拡大事業補助金を新設
市では、地場産業の振興を目的に、市内のふるさと産業

（倉吉絣、陶磁器、竹工、酒造、菓子、木製家具、建具、
クラフト）事業者が生産ラインや販売所の拡充・整備等の
既存事業拡大のための設備導入等に対して、県と市で協調
して補助を行う「倉吉市ふるさと産業規模拡大事業補助金」
を新設しました。
今後、随時受付を行いますが、補助金額に限りがありま

すのでご了承ください。くわしくはお問い合わせください。
対象者：製造又は製造・販売を行うふるさと産業（倉吉絣、
陶磁器、竹工、酒造、菓子、木製家具、建具、クラフト）
事業者を対象とします。（製造はせず販売のみ行う事業者
は除きます）
補助金額：補助金額は予算の枠内とし、対象経費の2分の
1以下、1件あたり上限100万円とします。この他の事業
費は事業主負担となります。
◎対象とならない経費もありますので、お問い合わせくだ
さい。

※問い合わせ先：商工観光課（市役所北庁舎／022-8157）

倉
吉
市
障
害
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
者
を
募
集

外
国
語
及
び
日
本
語
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

た
め
の
講
習
会
に
ご
参
加
を
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第48回吟と舞発表大会　
とき：10月31日（日）午前10時～午後3時
ところ：倉吉未来中心小ホール

（
財
）
暴
力
追
放
鳥
取
県
民
会

議
（
鳥
取
県
暴
力
追
放
運
動
推
進

セ
ン
タ
ー
）、
鳥
取
県
警
察
及
び

鳥
取
県
弁
護
士
会
が
合
同
で
、
出

張
暴
力
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
、

少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
を

排
除
す
る
た
め
、
暴
力
団
か
ら
離

脱
す
る
意
思
が
あ
る
人
を
助
け
る

た
め
に
等
、
ど
な
た
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
中
部
会
場

と
き：

十
月
二
十
八
日
（
木
）

午
前
十
時
〜
午
後
八
時

と
こ
ろ：

市
役
所
本
庁
舎
三
階

第
二
会
議
室

◎
東
、
西
部
会
場
も
開
設
さ
れ
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

（
財
）
暴
力

追
放
鳥
取
県
会
議
（
0

０
８
５
７

―
２
１
―
６
４
１
３
）

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
、

具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
実

習
を
ま
じ
え
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
人
は
、
市
報
十
月

一
日
号
八
頁
に
掲
載
の
生
活
習
慣

病
予
防
講
演
会
に
必
ず
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

と
き：

十
二
月
八
日
（
水
）
受

付：

午
前
十
時
　
終
了
予
定：

午

後
零
時
五
十
分

と
こ
ろ：

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

内
容：

栄
養
の
話
と
調
理
実
習

準
備：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆

記
用
具

募
集
人
数：

先
着
三
十
人

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿

社
会
課
（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

お
子
さ
ま
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
お

悩
み
の
人
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
学
ん
で
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き：

十
月
二
十
九
日
（
金
）
午

後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

と
こ
ろ：
倉
吉
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容：

▼
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と

そ
の
対
策
（
県
立
厚
生
病
院
　
片

山
章
先
生
）
▼
食
生
活
に
つ
い
て

（
市
長
寿
社
会
課

谷
口
栄
養
士
）

◎
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
託
児

希
望
の
人
は
前
日
ま
で
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿

社
会
課
（
0
２
２
―
８
１
７
３
）

暴
力
相
談
所
開
設

～防ごう犯罪･つくろう安心なまち～
№3 倉吉警察署

車上ねらい多発注意報発令！
車の中、自転車の前かごから物を盗む

「車上ねらい」が6月以降急増し、10月4日
倉吉警察署に「車上ねらい抑止対策本部」
を設置して、被害防止に取り組んでいます。
特に、自転車の前かごから荷物が盗まれ
る被害が多発しています。
犯人は、鍵のかかっていない車、車内に

荷物が置いてある車を探し、鍵穴や窓ガラ
スを破壊してでも盗みます。
～被害防止のために～
○車には必ず鍵をかけ、貴重品は絶対に
置かない
○自転車の前かごに荷物を置きっぱなし
にしない
○不審な者や車を見かけたら110番
自転車の盗難防止には、ワイヤー錠をかけ
ましょう！
※問い合わせ先：倉吉警察署（026-7110）

ヘ
ル
シ
ー
･
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

に
ご
参
加
を

第11回皆成学園「交流文化祭」はーとふるプラザ
とき：11月3日（水・文化の日）午前10時～午後2時　ところ：県立皆成学園体育館（ジョイホール） 内容：バザール（フリ
ーマーケット食べ物コーナー）、バンド出演、ゲームなど楽しい催しがいっぱい！　★ボランティア参加・ステージ出演・フリ
ーマーケット出店等を募集しています。※問い合わせ先：県立皆成学園　藤井（022-7188）

ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
に
ご
参
加
を

倉吉市シルバー人材センターでは、皆さまからのお仕事をお待ちしています!
倉吉市シルバー人材センターでは、高齢者にふさわしいお仕事を企業・家庭・公共
団体等からお引き受けし、シルバー人材センターの会員がそのお仕事を行う公益的・
公共的な団体で、安心してお仕事をお任せいただけます。また、収益を目的にしてい
ませんので、一般的に割安でお引き受けできます。
仕事の内容によりそれぞれ単価が異なりますが、発注者の方と受注するシルバー人
材センターとの間で事前に契約（了解）を得てから、お仕事をお引き受けしています。
仕事の内容：襖・障子の張替え、パソコン文書等作成、宛名・賞状書き、書類・伝票
整理、簡単な大工、刃物研ぎ、庭木の消毒・剪定、施設・家庭・農地等の草刈り・草
取り、観光ガイド、事業所・駐車場の施設管理、荷物の移動、ビラ配り、店番、福
祉・家事援助（身体介助・食事介助・外出介助・掃除・洗濯・炊事・買い物など）育
児サービス（子守り・託児・産前産後のお手伝いなど）等

※問い合わせ先：（社）倉吉市シルバー人材センター（駄経寺町2丁目8-1/022-0870）

倉吉市社会福祉協議会が従来から葬儀用祭壇の貸し出しを行っていますが、11月1
日から当シルバー人材センターで、お申込者宅までの祭壇の運搬・組立て・撤去を一
連の業務として行うことになります。
貸し出しのみの場合は今までどおりとなりますが、運搬・組立て・撤去をご希望さ
れる場合は、倉吉市社会福祉協議会で借入申し込みの際、一緒にお申し出ください。
料金等詳しくは、倉吉市社会福祉協議会（022-5248）にお問い合わせください。

倉吉文化財協会　創立50周年記念講演会
記念講演
「歴史小説の周辺」
講師　永井路子　先生
特別対談
「文化財あれこれ」
永井路子　先生　
坪井清足　先生
と　き：10月30日（土）

午後1時30分～
ところ：倉吉未来中心

小ホール
入場料：無料
多くの皆さんの参加をお

待ちしています。
※問い合わせ先
文化財課（022-4419）

坪井
つぼい

清足
きよたり

【考古学者】

文化庁記念物課文化財監

査官、奈良国立文化財研究

所所長などを歴任。日本考

古学に多くの功績を残す。

日本の文化財だけでなく、

世界の文化財にも精通。

永井
ながい

路子
みちこ

【作家】

「炎環」「氷輪」「北条政

子」など歴史小説を中心に

著書多数。直木賞・女流文

学賞など多数を受賞。

プロフィール

第39回鳥取県中部秋の盆栽展
とき：11月12日（金）～14日（日）午前9時～午後5時
ところ：まちかどステーション（大正町）




